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1月18日、第42回もとぶ八重岳桜まつりにおいて2020本部ミス桜が発表されました。
（左から具志堅萌子さん、照屋若葉さん、比嘉さくらさん）
1月18日、第42回もとぶ八重岳桜まつりにおいて2020本部ミス桜が発表されました。
（左から具志堅萌子さん、照屋若葉さん、比嘉さくらさん）

もえもえ ここ わかわか ばば



今
年
、
町
内
22
の
農
業
団
体
で
組
織
さ

れ
る
本
部
町
の
農
業
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
会
長
に
就
任
し
た
知
念
一
義
さ

ん
。
同
会
は
、
町
内
美
化
作
業
、
子
ど
も

達
の
農
業
体
験
、
農
家
同
士
の
意
見
交
換

会
、
青
年
農
業
者
の
育
成
な
ど
幅
広
く
活

動
し
て
お
り
「
本
部
町
は
一
次
産
業
無
く
し

て
は
発
展
し
な
い
。
副
会
長
を
は
じ
め
会
員

ら
と
力
を
合
わ
せ
て
農
業
の
発
展
を
目
指
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

知
念
さ
ん
は
農
家
と
な
っ
て
48
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン

で
、
普
段
は
字
野
原
で
キ
ク
類
を
中
心
に
農
業
を
営

ん
で
お
り
、
青
年
農
業
者
へ
の
指
導
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。「
怠
け
な
い
で
コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
っ
て
い

け
ば
、
努
力
の
分
の
成
果
が
出
る
と
こ
ろ
が
農
業
の

魅
力
だ
」
と
語
り
、「
青
年
農
業
者
は
元
気
が
あ
る
。

6
次
産
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
町
を
担
う
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

2
月
6
日
、
第
2
回
本
部
町
児
童
生
徒
表

彰
式
（
主
催
・
町
人
間
力
向
上
推
進
委
員
会
）

が
行
わ
れ
、
町
内
小
中
高
校
の
児
童
生
徒
35
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同
表
彰
は
、人
間
性
（
思

い
や
り
、
正
義
感
な
ど
）、
学
び
（
知
識
、
思

考
力
な
ど
）、
自
立
心
（
夢
を
も
つ
、
や
り
抜

く
力
な
ど
）
の
3
項
目
で
活
躍
し
て
い
る
児
童

生
徒
を
対
象
と
し
て
お
り
、
表
彰
す
る
こ
と
で

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら

い
、
さ
ら
に
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
本
部
高

校
3
年
の
島
袋
琉

り
ゅ
う

さ
ん
は
「
大
学
進
学
の
た
め

毎
日
家
庭
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。
向
上
心
や
挑

戦
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
大
学
生
活
を
送
り

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
仲
宗
根
教
育
長
は「
皆

さ
ん
は
新
し
い
社
会
を
創
造
す
る
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
更
な
る
活
躍
を
願
っ
て
い

る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

高
校
生
が
外
国
人
観
光
客
に
動
画
で
地
元

の
魅
力
を
売
り
込
む「
全
国
高
等
学
校
グ
ロ
ー

バ
ル
観
光
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
（
観
光
甲
子

園
）」
に
お
い
て
、
1
月
25
日
の
決
勝
大
会
に

進
出
し
た
本
部
高
校
が
初
出
場
で
見
事
準
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

本
部
高
校
か
ら
は
2
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、「
も
と
ぶ
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
」
と
題
し
て
藍
染
め

や
カ
ツ
オ
漁
、
海
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど
町
独
自
の

文
化
・
風
景
を
紹
介
し
た
2
年
生
の
渡
名
喜

舞ま
い

さ
ん
、
玉
城
汐さ

瑛え

さ
ん
、
古
堅
芽め

彩い

さ
ん
、

饒
波
七な

な

星せ

さ
ん
、
仲
田
結ゆ

愛め

さ
ん
の
チ
ー
ム

が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
渡
名
喜
さ
ん
は
「
ブ
ル
ー
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
た
の
で
、
青
が
映
え
る
よ
う

意
識
し
て
動
画
を
制
作
し
た
。
動
画
に
詰
め

込
ん
だ
内
容
全
て
が
自
分
に
と
っ
て
初
め
て
見

る
も
の
で
、
町
の
こ
と
を
色
々
と
知
る
こ
と

が
出
来
た
」
と
作
品
制
作
を
振
り
返
り
「
地

域
の
方
か
ら
応
援
が
あ
り
嬉
し
い
反
面
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
が
、
決
勝
ま
で
行
け
な
か
っ

た
も
う
一
つ
の
チ
ー
ム
の
分
ま
で
頑
張
ろ
う
と

思
い
本
番
に
臨
ん
だ
。
受
賞
し
た
時
は
今
ま
で

の
努
力
が
実
っ
た
と
い
う
気
持
ち
で
嬉
し
さ
が

込
み
上
げ
て
き
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

制
作
を
指
導
し
た
屋
成
祥
子
教
諭
は
「
動

画
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
厳
し
く
指
導
し
た

時
も
あ
っ
た
が
、
最
後
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ

た
。
動
画
制
作
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
と
な
る
と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

心
豊
か
な
ま
ち
の
話
題

本
部
町
の
農
業
を
元
気
に
す
る 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
会
長

知
念
一か

ず

義よ
し

さ
ん

本部町児童生徒表彰式

町の農業に熱い思いを寄せる 
知念さん

準グランプリを獲得した本部高校の生徒たち

受賞した児童生徒の皆さん

もとぶの魅力を世界に発信！
本部高校が観光甲子園で

準グランプリ！

3月は伊豆味のクメノサクラが見頃だよ！
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2
月
10
日
、
も
と
ぶ
歌
菜
里
蛙
友
の
会
（
石
川
裕
次

郎
会
長
）
が
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
ゆ
い
ま
ー
る
基
金
へ

68
万
円
の
寄
附
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
2
月
1
日

に
本
部
町
会
館
で
開
催
し
た
「
も
と
ぶ
歌
菜
里
蛙
友
の

会
結
成
5
周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー
」
の
収

益
に
よ
る
も
の
で
、
石
川
会
長
は
「
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
応
援
を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
今
回
の

取
り
組
み
は
、
町
民
が
こ
の
基
金
を
知
る
機
会
に
も
な
っ

た
と
思
う
。
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
今
回
の
寄
附
に
平
良
町
長
は
「
日

頃
か
ら
の
町
を
元
気
づ
け
る
活
動
に
感
謝
し
て
い
る
。
民

間
の
方
が
町
民
へ
呼
び
か
け
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
人
材
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
は
と
て
も
画
期
的
で
、

う
れ
し
く
思
う
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。本

町
で
は
、
南
米
に
渡
っ
た
町
出
身
者
の
子
弟
を
研
修

生
と
し
て
受
け
入
れ
、
人
材
育
成
や
南
米
諸
国
と
の
友
好

親
善
を
図
る
事
業
を
平
成
7
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
は
ペ
ル
ー
か
ら
、
上
江
洲
オ
オ
シ
ロ 

ア
ナ 

ク
リ

ス
テ
ィ
ナ
さ
ん
と
山
川 

ヤ
マ
シ
ロ 

ハ
ビ
エ
ル
さ
ん
が
沖
縄
を

訪
れ
ま
し
た
。
2
人
は
昨
年
の
9
月
か
ら
、
名
桜
大
学
の

日
本
語
講
座
や
饒
平
名
知
政
民
謡
研
究
所
の
三
線
教
室
を

中
心
に
研
修
を
受
け
、
町
内
各
種
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
沖
縄
の
伝
統
、
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

2
月
17
日
、
2
人
の
研
修
修
了
証
授
与
式
が
町
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
親
戚
や
友
人
、

関
係
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
上
江
洲
さ
ん
は
「
研
修
で
学
ん
だ
知
識
や
文
化
を
ペ
ル
ー

に
伝
達
し
、
自
分
の
子
孫
た
ち
が
、
沖
縄
の
文
化
を
受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、
山

川
さ
ん
は
「
沖
縄
の
人
々
が
『
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
ー
で
ー
』
の
心
で
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
人
生
で

最
高
の
経
験
の
一
つ
と
な
っ
た
」
と
研
修
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

本
部
町
親
善
交
流
団
21
人
（
児
童
16
人
、

引
率
者
5
人
）
が
1
月
27
日
～
1
月
31
日
に

か
け
て
、「
友
好
の
町
」
で
あ
る
南
富
良
野
町

に
お
い
て
冬
の
北
海
道
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
年
で
29
回
目
を
迎
え
る
本
事
業
は
、
本

部
町
の
次
世
代
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
本
部
町

か
ら
４
０
０
人
余
り
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、

気
候
や
文
化
な
ど
多
く
の
面
で
異
な
る
両
町

の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

交
流
団
は
、
南
富
良
野
町
の
皆
様
の
あ
た

た
か
い
歓
迎
の
も
と
、
南
富
良
野
町
内
小
学

校
と
の
交
流
学
習
や
ス
キ
ー
体
験
、
ワ
カ
サ

ギ
釣
り
体
験
、
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
、
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
工
場
見
学
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
雪

国
の
生
活
や
文
化
を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
で
は
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
金
村
萌
絵
選
手
（
南
富
良
野
町
出
身
）

に
直
接
ご
指
導
を
い
た
だ
き
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
の
6
月
末
に
は
、
南
富
良
野
町
の
交

流
団
が
沖
縄
の
夏
を
体
験
す
る
た
め
本
町
を

訪
れ
る
予
定
で
す
。
町
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か

い
歓
迎
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

歌
菜
里
蛙
友
の
会
が
子
ど
も
・

子
育
て
ゆ
い
ま
ー
る
基
金
へ
寄
附

世
界
に
広
が
る
ム
ト
ゥ
ブ
ン
チ
ュ
の
輪

南
米
子
弟
研
修
生
修
了
証
授
与
式

令
和
元
年
度 

南
富
良
野
町・本
部
町
親
善
交
流
事
業

第
29
回
冬
の
北
海
道（
南
富
良
野
町
）

�

体
験
の
翼

南富良野の児童たちと交流会

銀色の景色を背景に記念撮影

チューブぞりで
遊ぶ子ども達

寄附を行ったもとぶ歌菜里蛙友の会の皆さん

半年間練習した三線を披露する 
山川さん（左）と上江洲さん（右）

昭和62年に本部町で、平成元年に南富良野町で開催された国民体育大会カヌー競技をきっかけに両町の交流が始まったんだよ。
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1
月
26
日
、
も
と

ぶ
観
光
文
化
フ
ェ
ス

タ
（
主
催
・
同
実
行

委
員
会
）
が
字
浦
崎

の
多
目
的
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
比
嘉
あ
ゆ
み

琉
舞
研
究
所
の
「
四

つ
竹
」
で
幕
開
け
し
、

ピ
ー
ジ
ャ
ー
オ
ー
ラ

サ
イ
や
闘
牛
、
太
鼓

演
舞
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
県
内

外
か
ら
多
数
の
来
場
が
あ
り
、
闘
牛
の
迫
力
あ
る
試

合
に
驚
き
の
声
が
あ
が
る
な
ど
大
盛
況
と
な
り
、
興

奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

も
と
ぶ
観
光
文
化
フ
ェ
ス
タ
は
来
年
度
以
降
も
開

催
す
る
予
定
で
す
。
も
と
ぶ
独
自
の
文
化
を
肌
で
体

験
で
き
る
の
で
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

1
月
17
日
、
農
業
者
同
士
の
連
携
を
深
め
、
連
携
を
強
化
し
、

町
の
産
業
発
展
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
第
8
回
本
部
町
農
業
者
新

春
の
集
い
（
主
催
・
本
部
町
の
農
業
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
会
）
が
本
部
町
会
館
で
開
催
さ
れ
、
農
家
や
町
関
係
者
な

ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
新
た
に
会
長
に
就
任
し
た
知
念
一

義
さ
ん
は
「
町
内
で
は
多
種
多
品
目
の
果

樹
、
野
菜
や
花
卉
、
畜
産
業
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
共
に
手
を
携
え
農
業
を
元
気

に
し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

平
良
町
長
は
「
令
和
は
農
業
を
引
き

継
ぐ
に
あ
た
り
重
要
な
時
代
。
後
継
者

の
育
成
や
農
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
関
係
機
関
で
連
携
し
農
業
を

発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
」と
激
励
し
ま
し
た
。

「
幸
福
を
告
げ

る
」
が
花
言
葉
の

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ
ン

ケ
イ
ソ
ウ
が
、
1
月

中
旬
か
ら
2
月
に

か
け
て
字
具
志
堅
の

ハ
ー
ソ
ー
公
園
で
見

頃
を
迎
え
、
花
見
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ

ン
ケ
イ
ソ
ウ
は
黄
色

の
花
が
特
徴
の
県

内
に
自
生
す
る
ベ
ン

ケ
イ
科
の
固
有
種
で
「
ご
く
近
い
将
来
に
お
け
る

絶
滅
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い
種
」（
絶
滅
危
惧

Ｉ
Ａ
類
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
公
園
で
は
、
種

の
保
全
の
た
め
植
栽
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
約

3
万
本
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
が
園
内
を

彩
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
字
並

里
の
運
立
橋
か
ら
本

部
小
学
校
ま
で
の
満

名
川
沿
い
約
１
・
６

k の
草
刈
清
掃
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
満
名
川
に
て
取

水
を
し
て
い
る
沖
縄

県
企
業
局
の
令
和
元

年
度
水
源
環
境
保
全

活
動
支
援
事
業
に
よ

る
補
助
を
受
け
、
町

が
実
施
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
活
動
に
よ

り
、
良
好
な
水
源

環
境
の
保
全
が
で
き

ま
し
た
。

1
月
30
日
か
ら
2
月
28
日
ま

で
の
期
間
、
中
央
公
民
館
講
座

「
や
っ
て
み
よ
う
よ
！
韓
国
語
」

（
主
催
・
町
教
育
委
員
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
に
は
20

人
の
受
講
生
が
参
加
し
、
簡
単

な
挨
拶
や
日
常
会
話
、
ハ
ン
グ
ル

語
の
読
み
方
や
発
音
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

受
講
生
の
年
齢
は
幅
広
く
、

韓
国
の
映
画
や
音
楽
、
コ
ス
メ
な

ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

青
森
県
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ

八
戸
（
Ｊ
3
所
属
）
が
2
月
1
日
か
ら
11
日
ま

で
の
期
間
、
町
運
動
公
園
を
中
心
に
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
同
ク

ラ
ブ
の
町
内
で
の
キ
ャ

ン
プ
は
今
回
で
3
年
目

と
な
り
、
キ
ャ
ン
プ
期

間
中
に
は
、
町
内
ジ
ュ

ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

（
本
部
Ｊ
Ｆ
Ｃ
）
の

子
ど
も
達
を
対
象
と

し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
も

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

3
月
末
に
は
八
戸
の

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
子

ど
も
達
が
本
部
町
を

訪
れ
サ
ッ
カ
ー
交
流
が

行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

もとぶの文化を肌で感じる
第18回もとぶ観光文化フェスタ

わ
が
町
に
新
し
い
風
を
起
こ
そ
う
！

第
8
回
本
部
町
農
業
者
新
春
の
集
い

ハーソー公園でリュウキュウ 
ベンケイソウが見頃を迎えました！

満
名
川
沿
い
の
草
刈
清
掃
を 

実
施
し
ま
し
た

公
民
館
講
座 

「
や
っ
て
み
よ
う
よ
！
韓
国
語
」開
講

ヴァンラーレ八戸　 
本部町キャンプで始動！

白熱する闘牛の試合町の農業発展を祈願し、カリー！

開花したリュウキュウベンケイソウ

草刈・清掃作業の様子

講座の様子

歓迎セレモニーを行った町関係者とヴァンラーレ八戸の皆さん

3月1日～7日は春の全国火災予防運動期間だよ。火災が発生しやすい季節なので火の取り扱いに注意しよう！
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令和２年度 国民健康保険証更新のお知らせ

お問い合わせ  健康づくり推進課 TEL.47-2701

新しい保険証は３月中旬から下旬にかけて簡易書留郵便で、世帯
主宛に世帯加入者全員の方の保険証を郵送いたします。なお、転送
は行いません。
※ 保険証を受け取ったら記載内容を確認してください。
※ 同封の「お知らせ」及び「パンフレット」をお読みください。

・ 簡易書留郵便では、配達時に郵便物のあて名本人又はご家族
の押印、もしくは署名が必要となります。

・ 配達時にご不在の場合は、郵便受けに「郵便物等お預かりの
お知らせ」が入りますので、そこに記載のある郵便局にご連絡
ください。

・ 郵便局で一定期間保管された後、役場に返還されます。その場
合は、本部町役場健康づくり推進課の窓口でお渡ししますので、
現在お持ちの保険証をご持参のうえお越しください。

保険税に未納がある世帯（令和2年3月3日時点）は窓口での保険
証の更新が必要です。「保険証の更新について」を郵送しますので、
その通知が届いてから窓口で手続きをしてください。

【切り替え期間】 令和2年3月16日（月）～3月31日（火） 
（土日・祝日除く）

【場　　　　所】本部町役場健康づくり推進課国保班（庁舎１階奥）
【時　　　　間】 午前8時30分 ～ 午後5時15分 

（正午～午後1時のお昼休みは除く）
【持参するもの】 ①現在お持ちの国民健康保険証もしくは免許証 

②3月3日以降に納めた国保税の領収書 
　（忘れると証更新ができません） 
③保険証更新のお知らせ通知

★ 未納がある世帯は納付状況や納付計画等を考慮した上で【短
期被保険者証】または【被保険者資格証明書】を交付します。

3月下旬になっても更新についての連絡がない場合は、健康づくり推進課までご連絡ください。

重要 保険税を納期限内に 
完納している方 →郵便で交付 重要 保険税が未納の方 →役場窓口で交付

本部町
認知症高齢者等
SOSネットワーク

のしくみ

SOSネットワーク窓口SOSネットワーク窓口
役場・警察 (夜間、休日）役場・警察 (夜間、休日）

協力事業所協力事業所
社会福祉協議会、医療機関 

介護施設、地域見守り隊
（公共交通機関・金融機関）など

社会福祉協議会、医療機関 
介護施設、地域見守り隊

（公共交通機関・金融機関）など

通常業務の範囲内で、
周囲に意識を向け、

情報提供を依頼します。

注視依頼

事前
登録者 

捜索
依頼
捜索
依頼家に 

帰って
こない！

①登録者のお名前 
②性別、年齢など 
③出かけた時の状況など

役　場：0980-43-0565
本部署：0980-47-4110 

本部町認知症高齢者等SOSネットワークのご案内

お問い合わせ  地域包括支援センター（福祉課内） TEL.43-0565

お問い合わせ  総務課 TEL.47-2101

お問い合わせ   本部町今帰仁村清掃施設組合 
（本部町字北里182番地） TEL.48-3171

認知症により徘徊のおそれのある方に対して、行方不明時の捜索や
普段の見守り等を地域で協力し合い、ご本人とご家族を支援するのが

「本部町認知症高齢者等SOSネットワーク」です。
本部町役場、警察署、社協、地域の協力機関（医療機関や介護施

設等）、地域見守り隊等で構成されます。
認知症になっても住みなれた地域で安心して暮らし続けるため、大

切な命と安全を守るためのしくみです。
ご利用には事前登録が必要です。事前登録に関するお問合せは右記

までご連絡ください。

世界自閉症啓発デー・ 
発達障害啓発週間ｉｎ北部

令和２年度 本部町今帰仁村清掃施設組合 
会計年度任用職員募集

令和２年度 会計年度任用職員登録者募集

毎年4月2日は「世界自閉症啓発デー」
パネル展、子どもたちのチアダンス、大道芸人パ

フォーマンス、フェイスペイントなど楽しいイベント
で自閉症・発達障害について学んでみよう！

【日時】令和2年3月22日（日）午後２時～午後４時
【場所】イオン名護店

【募集人員】１名（事務補助員）
【月額報酬】131,961円（期末手当有）
【勤務時間】 午前９時～午後５時・月曜日～金曜日（週35時間） 

※年末の29日～31日出勤有

本部町では会計年度任用職員を募集しています。
【職種・給与等】

職 種 給与・報酬月額 手 当 免許・資格等
保 育 士 182,200円

通勤手当、 
期末手当の 

支給有

保育士資格
事 務 補 助 131,961円 基本的な事務対応が可能な方
作 業 員 131,961円 軽作業が可能な方
保健師・看護師 200,154円 保健師免許・看護師免許
社 会 福 祉 士 200,154円 社会福祉士資格
管 理 栄 養 士 190,472円 管理栄養士免許

【応募方法】
以下の必要書類を本部町役場総務課に提出してください。
①市販の履歴書（写真貼付）
②免許等の必要な職種にあっては免許証または資格証の写し

バスを利用しよう！インターネットサイト「バスなび沖縄」では経路や時刻、運行状況などが確認できるよ。
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もとぶ元気村ウェルネスセンター運動プログラムの参加費用の一
部を助成します。水中運動からフィットネス教室まで自分に合ったプ
ログラムを相談でき、インストラクターによる直接指導で安全・安心
に運動が行えます。この機会にぜひ運動を始めてみませんか？

【対 　 象 　 者】本部町在住で65歳以上の方
【募 集 人 数】先着40名
【助成対象期間】令和2年4月1日（水）～令和3年2月28日（日）
【申請受付期間】令和2年4月1日（水）～令和2年6月30日（火）

以下の家畜を飼養している方は、法律により毎年２月１日現在の
家畜の頭羽数及び衛生管理状況を報告することが義務つけられてい
ます。（１頭から報告が必要）

【報告が必要な家畜】 牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのしし、
鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥
及び七面鳥

【提 出 期 限】令和２年４月10日（金）
【提 出 書 類】 定期報告書（基本情報と飼養衛生管理の遵守状況） 

※ 小規模農場においては、定期報告書（基本情報）
のみの提出

【提  出  先】 家畜の所在する場所の市町村または北部家畜保健衛生所

４月より開催する「高齢者向けリハビリ教室」
の補助員を募集します！

事前に補助員養成講座を開催しますので、高
齢者の健康づくりや介護予防活動に興味がある
方は、ぜひご参加ください。受講料は無料です！

【日　　時】令和２年４月23日（木）午前９時30分～午後３時30分
【場　　所】本部町役場 １階 会議室
【対　　象】20歳以上で高齢者の健康づくりにご協力いただける方
【募集期間】令和２年３月23日（月）～４月17日（金）

不法投棄をした者は、5年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰
金、またはその両方が科せられます。不法投棄を見つけたら、健康
づくり推進課または警察署へ通報してください。

■土地の所有者には管理責任があります
土地の所有者（管理者）は、自分の土地に不法投棄をされたとき

は、捨てた者が不明な場合、その廃棄物を自ら処理しなければなり
ません。日頃から清潔に保つようにし、みだりに人が立ち入れないよ
うに囲いや防犯灯を設置するなどして、土地の管理に努めてください。

■町での不法投棄防止対策について
町では不法投棄を未然に防止するために、次のような活動をして

います。
●  不法投棄警告看板設置
●  町職員によるパトロール
●  広報誌などによる啓発活動

毎月第3水曜日、役場町民ロビーにて、行政相談所を開設いたし
ます。役場の仕事へのご意見、ご要望をお受けして、その解決を促
進するとともに、皆さんの声を行政に役立てるものです。相談は、総
務大臣から委嘱された行政相談委員の根路銘国貞が応じます。相談
は無料・秘密厳守です。

【場所】本部町役場　１階町民ロビー

運動生活スタート応援キャンペーン！
～自分らしい生活を送るために 

「からだにいいこと」始めませんか？～

家畜の定期報告について

高齢者向けリハビリ教室 補助員 募集

不法投棄は重大な犯罪です！

令和2年度　行政相談開催日
平成31年度 町税・国保税の 
納め忘れはありませんか？

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

午後5時30分～ 
 7時30分令和2年3月25日（水）3 月の夜間

納税相談日

相談できる税/固定資産税・町県民税・軽自動車税・国保税・後期高齢者医療保険料

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定 
資産税

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

町県 
民税

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

軽自動
車税 ○

国保税 ○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

後期 
高齢

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

○
９期

お問い合わせ  健康づくり推進課 TEL.47-2701、住民課 TEL.47-5629

※ 納付期限を過ぎると、督促状が発送され、納付日までに応じて延滞金が加算され
ます。滞納が続く場合は、法律に基づき滞納処分（差押等）をする場合があります。

お問い合わせ  地域包括支援センター（福祉課内） TEL.43-0565

お問い合わせ  健康づくり推進課 TEL.47-5602

お問い合わせ  総務課 TEL.47-2101

申し込み・お問い合わせ  地域包括支援センター（福祉課内） TEL.43-0565

お問い合わせ   沖縄県北部家畜保健衛生所 
〒905-0012 名護市名護4606-4 
TEL.52-2939　FAX.53-3311

月 日 曜日 時間
4 15 水 午後2時～4時
5 20 水 午前10時～午後3時
6 17

水 午後2時～4時
7 15
8 19
9 16

月 日 曜日 時間
10 21 水 午前10時～午後3時
11 18

水 午後2時～4時
12 16
1 20
2 17
3 17

【町県民税・軽自動車税・固定資産税・国民健康保険税】の納付は便利な口座振替がおすすめです。
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交通災害共済とは、交通事故の被災者の窮状を救い、経済的損
失を軽減するため、加入者１人１人が相互扶助協力の精神に基づき、
見舞金を支給する事業です。

【加 入 要 件】 本部町に住民登録、外国人登録がある方 
※学生のため一時的に転出している場合でも加入できます。

【共 済 掛 金】年間１人　500円
【共 済 期 間】 令和2年4月1日～令和3年3月31日 

但し、中途加入は加入日の翌日から
【申込受付窓口】 各行政区事務所（令和2年2月3日～令和2年3月31日） 

本部町役場総務課（随時受付）

軽自動車税は毎年4月1日現在、車両の
所有者または使用者に対して課税されま
す。使用していない車両の廃車手続き等
は3月31日までにおねがいします。
※ 4月2日以降（年度の途中）に譲渡・廃

車手続きされた場合は、お手元に車両
がなくてもその年度分の全額を納めて
いただくことになります。

本部町では国勢調査員として調査業務に理解と熱意を持って携
わっていただける、原則20歳以上の方を募集しています。国勢調査
員の身分は、総務大臣に任命される非常勤の国家公務員です。業務
期間は令和2年8月下旬から10月の予定です。

【調査員の仕事内容】
①調査員説明会への参加
②担当地域の確認
③調査についての説明と調査書類の配布
④調査票の回収
⑤調査票の整理と提出

【報酬】
●  1調査区担当（約60世帯）4万円程度
●  2調査区担当（約100世帯）7万円程度

※興味のある方は、お早めに下記の連絡先までご連絡ください。

沖縄県町村交通災害共済組合への 
加入申込について

軽自動車の登録について

国勢調査　調査員募集のお知らせ

ご寄付 本部町ちゅらまちづくり応援基金

件数1,562件������������ 総額61,265,000円
●詳細は町ホームページに随時更新予定です。

令和元年12月16日～令和2年1月15日分

本部町への応援メッセージ
寄付していただいた方々から町への応援メッセージが多数寄せら

れていますので、一部を紹介させていただきます。
●  沖縄大好きで毎年訪問させていただいてます。本部町の人々も親切

で、これからも観光振興や地元産品のアピールに役立ててください。
●  毎年応援させていただいてます。最北端の地から、最南端の地へ。

ともに力を合わせていきましょう！
●  毎年沖縄には2回滞在しています。これからも魅力ある町作りを宜

しくお願い致します。本部牛も美味しかったです。

お問い合わせ  上下水道課 TEL.47-3044

水道料金等のお知らせ
① 水道利用者の利便性向上のため、令和元年10月から水道料金の

口座振替日等が、下記のとおり変更となっております。

口座振替日 口座振替ができなかった場合

令和元年10月から 毎月15日（※） 月末に再度、口座振替（※）

※ 口座振替日が休日の場合は、翌営業日になります。また、納期
限日を過ぎたものは口座振替できません。

② 水道の用途に変更がある場合、又は現在、実際の用途と異なって
いる場合は、役場にて手続きを行う必要があります。必ずお手続
きくださいますようお願い致します。なお、現在の用途は「上下
水道使用量のお知らせ」で確認できます。

【主な用途】  〇家事のみを行う場合 「家事用」 
〇仕事、又は、仕事・家事の両方を行う場合 「営業用」

日程 行事・イベント 場所

3
月

1日 本部高校卒業式

7日 全中学校・伊豆味小・ 
水納小学校卒業式

8日 本部町駅伝競走大会 町運動公園
13～
15日 リサイクルシェア 町立博物館

18日 上本部小・本部小・崎本部小・
瀬底小学校卒業式

21日
おはなし会 町立図書館
崎本部小学校閉校式典・ 
懇親会 崎本部小学校体育館

4
月

7日 本部中・本部高校入学式

8日 全小学校・上本部学園・
伊豆味中学校入学式

●町内イベントは町ホームページのイベントカレンダーでも確認できます。

3・4月の町内行事・イベント情報

ありがとう 
ございました。

お問い合わせ  総務課 TEL.47-2101

お問い合わせ  住民課 TEL.47-2417

お問い合わせ  企画商工観光課 TEL.47-2702

納付書の納付期限が平成表記になっている場合がありますが、新年号（令和）で読み替えてくださるようお願いします。

　広報もとぶ　令和2年3月2日（月）　第372号7（  ）



ベジタブルインキを
使用しております。

鏡開き

いちばん桜歩け歩け大会

MOTOBUエンタメ武・桜の宴

石くびり大会 MOTOBUっ子ショー

本部高校学校
活性化部発表会

渡久地区旗頭

ひ
と
あ
し
、お
咲
き
に
。

第
42
回
も
と
ぶ
八
重
岳

桜
ま
つ
り

約
7
千
本
の
桜
が
、
訪
れ
る
人
を
魅
了

す
る
も
と
ぶ
八
重
岳
桜
ま
つ
り
（
主
催
・

同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
1
月
18
日
か

ら
2
月
2
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ピ
ン
ク
色
の
桜
が
八
重
岳
一
帯
を
彩
り
、
県

内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
に
春
の

訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
平
良
町
長
は
「
八

重
岳
の
桜
は
先
人
が
残
し
た
財
産
で
あ

り
、
町
民
・
県
民
の
宝
だ
。
県
の
観
光
客

1
2
0
0
万
人
の
目
標
に
も
寄
与
す
る
と

思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

18
、
19
日
に
は
、
い
ち
ば
ん
桜
歩
け
歩
け

大
会
、
本
部
小
学
校
音
楽
部
と
本
部
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
本
部
高
校
学

校
活
性
化
部
発
表
会
、
M
O
T
O
B
U
っ

子
シ
ョ
ー
、
渡
久
地
区
旗
頭
演
舞
、
上
地

流
空
手
演
武
、
石
く
び
り
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
町
内
の
芸
能
団
体
に
よ
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
「
M
O
T
O
B
U
エ
ン
タ

メ
武
・
桜
の
宴
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
期
間
中
、
約
14
万
5
千
人
の
来

場
が
あ
り
、
桜
並
木
の
散
策
や
写
真
撮
影

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ご
協
賛
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
第
42
回
も
と
ぶ
八
重
岳

桜
ま
つ
り
へ
町
内
外
か
ら
多
数
の
ご
協
賛
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


